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（２０）真米（まごめ）鉱山跡ー追記
１０年前に本鉱山を訪れていた。その後、本鉱山図を入手することが出来ていたこと、ガーミンに

よる確かな経路ログの獲得、現状の確認、及び、より安全に坑口跡への経路を見つけること等を目的
に再訪した。結果、１０年前には急峻な渓谷を十分に注意して渡河して坑口跡に達したが、今回、十
分に安全な経路を確認した。
現地は未だにズリは巨大のまま残っており、磁硫鉄鉱、方鉛鉱などの鉱物は豊富である。前回遠方

からの確認だけで終わらせてしまっていた鉱山施設跡の広大な原っぱも一部分は歩いてみたが、草木
が生い茂っているだけであり、何の施設跡らしい物も確認できなかった。今回の訪問は９月末であり、
草木が盛んに生い茂っている時期でもある。落葉した時期にまた訪れるかも知れない。

２０２０年１０月

図１ ３５２号線を西行して来たならば、新田原地区のＡ点で左折し、鱒沢渓谷林道に入っていく。
赤丸の所が鉱山跡である。沢の左岸にはズリ山、坑口跡。右岸の現在広大な平坦林となっている場所
には鉱山施設があった。後掲の鉱山図を参照のこと。坑口跡へはＢ点付近で沢の右岸から左岸に渡ろ
う。左岸には沢に沿って坑口跡のズリの箇所まで古い林道が生きている。何カ所かで藪漕ぎになるか
もしれないが、広く平坦で真っ直ぐの林道である。Ｂ点から坑口跡まで徒歩３０分。忠告、赤丸当た
りでの谷渡りは、現地で谷を覗けばわかるように危ないので余程の準備がなければ止めよう。なを、
右岸の林道は広く平坦であり鉱山跡の先まで不安無く小型車でも上っていける。

図２ 図１の部分拡大図。鱒沢には両岸
に林道がある。右岸の林道は広く上流ま
で車通行可能である。Ａ点からＢ点、Ｂ
点から右岸更に上流の林道、Ｂ点で沢を
渡河して左岸の林道を坑口跡までの経路
は踏破済みである。が、Ａ’を入口とし
た左岸の林道はＢ点付近まで未確認であ
る。視認ではＡ’から少しは車は入れそ
うであるが。地形図には見ての通り破線
で坑口跡まで林道が記されている。増水
などでＢ点で渡河できない場合には、Ａ
’からチャレンジすると良いかも。著者
は未踏査であるが。上流部の林道はＢ点
から苦もなく歩けたので、Ａ’までの林
道は下流部なのでより歩きやすいかも。
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図３ 図１の部分拡大図。前回の探査結果を参考にして、鉱山跡より上流にあるＩ点の砂防ダム付
近ならば、左岸に容易に渡れるかもしれないとして、Ｈ点まで車で進んだ。が、Ｉ点の砂防ダムの突
堤に立つと左岸は前も後ろも絶壁であったので、断念。

図４ Ｄ点まで戻り、急
進な渓谷を渡りきり、Ｅ点
の所でズリを確認し、その
ところに林道を確認した。
それを進んで行くとＦ点で
右前方に大きなズリを確認
した。Ｇ点である。茶色ベ
タがズリ。ズリに向かって
右側からズリを登り上がっ
た。黄緑丸が坑口跡。



- 3 -

図５ 参考文献（１）より複写掲載。図４と対照して確定した場所印Ｃ，Ｅ、Ｆ、Ｇを書き入れて
いる。
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鉱山跡写真

写真１ ３５２号線を西行して来た。図
１のＡ点である。矢印のように左折し、
鱒沢林道に入って南行していく。前方に
ある橋を渡った先の左に林道がある。Ａ
’点である。次回の機会があれば、この
Ａ’から進んでみるかもしれない。

写真２ 図１、図２のＢ点である。林道
の前方は鉱山跡に続く。鱒沢は「鱒沢渓
谷」とも呼称され、両岸が険しい峡谷で
ある。鉱山跡付近での沢の渡渉は難しい。
このＢ点の所でならば、渡渉は容易であ
る。ズリ、坑口跡に行くには、ここで右
岸から左岸に渡ろう。左岸には消えかか
ってはいるが沢に沿って平坦で広い林道
が残っている。時折藪漕ぎをする必要が
あるかもしれない。鎌か鋸を持参した方
が良い。

写真３ Ｅ点の所にあったズリ。左側が
沢、右側が山。上部は平坦で林道となっ
ている。鉱石が豊富である。図４の鉱山
図と対照すると「下一坑」跡なのかもし
れない。山側は結構平らである。坑口跡
を探したが確認できず。

写真４ Ｅ点から少し進んで行くと、
右前方に大きなズリ跡が現れる。この
ズリ跡は対岸の林道からも良く遠望で
きる。ズリには磁硫鉄鉱、方鉛鉱など
が目につく。ズリは滑りやすい。向か
って右側のズリと林の境界部分か、林
の中なら登りやすいか。
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写真５ ズリを登り上がった。Ｇ点であ
る。ズリの頂上から下の方向、Ｆ点を見
る。

写真６ Ｇ点から対岸を遠望する。１０
年前の既報の写真と対比すると良い。１
０年前にはズリに気をとられ、右岸の鉱
山施設跡を探査していなかった。今にな
って残念に思っている。

写真７ ズリの頂上から山側を見る。
赤輪の奥に坑口がある。

写真８ 中央の黒い四角が坑口跡。「通
洞」の入口と断定。
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写真９ 坑口の中を覗く。下に水が溜まっ
ているが、入口付近の土砂を除けば排水が
出来そうである。

写真１０ 沢の右岸のＣ点付近である。沢
側の赤輪の林の中に平らなコンクリート基
台があった。

写真１１ コンクリートの基台は約５ｍ×
５ｍ。草木に埋もれていたが、少し刈り払
っての一様。図４に記されている橋の基台
と判断した。とすれば、対岸に同じような
基台があるのかもしれない。が、木々が鬱
蒼と茂っており、対岸はよく見えない。左
岸に渡れば、確認できるかも。次回を期待
しよう。

採集鉱物写真

写真１２ 採集した標本。磁硫鉄鉱と方鉛鉱の混
在と思う。

参考文献
（１）「福島県鉱山誌」、福島県、１９６４年。
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（２０）真米（まごめ）鉱山跡
参考文献（１）を手引きに探査に出かけた。南会津郡舘岩村で、鱒沢渓谷に入っていく。渓谷に沿

ってしっかりした林道がある。地形図中の赤丸印の所が、鉱山跡であるが、林道との間は深い渓谷と
なっている。注意しながら沢底に降りる。が、浅いところはあるのはあるのだが、長靴では水が入っ
てしまうであろう。最初から裸足となり、ズボンをまくり上げてわたるのがよい。後で気が付いたの
であるが、鉱山跡までの林道の途中当りで、砂防ダムがある。この砂防ダムで渓谷の左岸に渡れるの
ではないかと思う。渡ったなら、地形図中の点線の林道があるので、これに従って、鉱山跡まで行け
ばよい。或いは、渓谷には右岸と左岸の両方から入れる。前述の林道は右岸の林道である。左岸の林
道（地形図中の点線経路）は車が入れない。徒歩で進むこととなる。
ズリでは今でも磁硫鉄鉱や硫砒鉄鉱が採集できる。ここの鉱山は規模が大きかったようである。今

回初めての探査であった。機会をつくって、他の場所のズリ跡など再探査を行いたい。

地図 国土地理院２万５千分の１地形図「湯ノ花」
探査日 ２００９年５月、その他の日
参考文献
（１）「鉱物観察ガイド」、松原 聡編著、東海大学出版会、２００８年。
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鉱山跡写真

林道から遠望した真米鉱山のズリ跡。林道と鉱山跡の間には深い谷がある。

ズリの下から撮影。ズリの上部の向こうには坑口跡がある。

ズリのてっぺんから、来た林道方向を見る。中央の平坦部分には鉱山施設が建っていたらしい
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採集鉱物写真
めぼしい鉱物は採集できなかったので未掲載。


